
松
坡
文
庫
研
究
会 

第
十
一
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唐
津
の
松
坡
・
田
辺
新
之
助
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片
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健
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（
松
坡
文
庫
研
究
会 

逗
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・
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学
校
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（
松
坡
文
庫
研
究
会
代
表
） 

  
 
 

日
時 

二
〇
二
五
年
十
月
十
二
日
（
日
曜
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
四
時
〇
〇
分 

～ 

十
六
時
〇
〇
分 

 
 
 

会
場 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館 
三
階 

多
目
的
室 

 
 
 
 
 
 
 

〒
２
４
８-

０
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１
２ 

鎌
倉
市
御
成
町
２
０-

３
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

Ｊ
Ｒ
・
江
ノ
電 
鎌
倉
駅
か
ら
徒
歩
約
七
分 

                    

明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
の
日
本
を
代
表
す
る
漢
詩
人
で
、
教
育
者
と
し
て
も
大
き
な
業

績
を
残
し
た
田
辺
新
之
助
（1

8
6
2

～1
9
4
4
 

号
は
松
坡
）
は
、
明
治
十
一
（1

8
7
8

）
年

に
上
京
、
明
治
末
に
鎌
倉
に
居
を
移
し
、
亡
く
な
る
ま
で
の
四
十
年
ほ
ど
を
鎌
倉
で
過
ご

し
ま
し
た
。
少
年
期
の
約
十
年
を
過
ご
し
た
唐
津
で
す
が
、「
唐
津
人
」
を
自
称
し
、
故
郷

唐
津
は
松
坡
田
辺
新
之
助
先
生
に
と
っ
て
特
別
な
土
地
だ
っ
た
の
で
す
。 

講
演
で
は
、
大
正
二
（1

9
1
3

）
年
夏
、
五
十
一
歳
の
松
坡
先
生
が
長
期
に
わ
た
っ
て
唐

津
に
帰
省
し
た
折
の
連
作
漢
詩
「
韓
津
十
二
勝
」
で
詠
じ
ら
れ
た
唐
津
の
名
勝
を
辿
る
と

と
も
に
、
唐
津
で
過
ご
し
た
新
之
助
少
年
の
修
学
の
様
子
と
恩
師
の
面
影
を
偲
び
ま
す
。 

講
師
二
人
は
、
去
る
七
月
末
に
唐
津
を
訪
ね
、
松
坡
先
生
及
び
、
先
生
の
恩
師
や
旧
友

に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
松
坡
先
生
が
詠
じ
た
唐
津
十
二
勝
に
遊
び
ま
し
た
。
講
演
で
は

そ
の
成
果
の
一
部
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

♯ 

松
坡
文
庫
研
究
会 

 
 
 
 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
の
「
松
坡
文
庫
」（
田
辺
新
之
助
旧
蔵
書
）、
及
び
田
辺
新 

之
助
そ
の
人
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
を
目
的
に
二
〇
一
八
年
に
設
立
さ
れ
た 

研
究
会
で
す
。 

 

【
参
加
申
し
込
み
方
法
な
ど
】 

  
 

定
員 

三
十
名
（
申
し
込
み
順
） 

 
 

申
し
込
み
方
法 

受
付
開
始 

二
〇
二
五
年
九
月
二
日
（
火
） 

 
 
 

電
子
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
左
記
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 
 
 

電
子
メ
ー
ル
で
は
件
名
を
「
松
坡
文
庫
研
究
会
講
演
会
申
し
込
み
」
と
し
、 

 
 
 
 

本
文
に
氏
名
・
振
り
仮
名
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
下
さ
い
。 

 

電
子
メ
ー
ル 

 
chulib@city.kamakura.kanagawa.jp

 

 

電
話 

 
 
 
 

〇
四
六
七
（
二
五
）
二
六
一
一
（
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
） 

  

※ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
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主
催 

 

松
坡
文
庫
研
究
会 

 
 
 
 
 

共
催 

 
鎌
倉
市
中
央
図
書
館 

 
 
 
 

後
援 

 
図
書
館
と
と
も
だ
ち
・
鎌
倉 

 

逗
子
開
成
中
学
校
・
高
等
学
校 
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